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本書は全 3 部、全 9 章で構成されている。第 1
部「舞台を設ける――分岐する以前のヨーロッパ
とアジア」は 2 章（第 2 章～第 3 章）から成り、
近世の世界経済におけるインドの立ち位置や、イ
ンドやヨーロッパなどの経済的・政治的状況につ
いて論じている。第 2 部「イギリスの分岐」は 3




る。第 3 部「インドの進路」は 2 章（第 7 章～第





































第 2 章「インドと世界経済　1600 年～ 1800 年」
では、インドの主要な輸出品であるインド綿製品
の世界経済における重要性について論じられてい
























































































































































































































































































































































































(3) Nikhiles Guha, Pre-British State System in South 
India: Mysore 1761-1799 (Ratna Prakashan, 1985), pp. 
61-64; Mohibbul Hasan, History of Tipu Sultan (Calcutta, 
1971), pp. 348-349.
（斉藤　誠）
